
 

 

エピソード① 

 

 

 小学２年生の京太くんは，お誕生日にゲーム機 

を買ってもらいました。 

 使う時間や場所を約束して決めていたのに，ゲー 

ムが楽しくて仕方がなくなった京太くんは，少しず 

つ約束が守れなくなっていきました。 

 ある日，お母さんが帰ってくると，一人でゲーム 

をしているはずの京太くんの部屋から，誰かと話を 

している京太くんの声が聞こえてきました。 

 

 



 

エピソード② 

 

 小学 6 年生の京子さんは両親にねだってクリスマ 

スプレゼントにスマホを買ってもらいました。 

 お母さんから「部屋にはもっていかない。夜９時 

以降は使わない。1 日 1 時間までよ。」と言われ，京 

子さんは「はい，守ります。」と，約束を決めたはず 

でした。 

 ところが，はじめのうちは守っていたものの，次 

第にルーズになっていきました。 

 京子さんは「調べ学習があるから。」と言っては部 

屋に持ち込んで，9 時以降も使っているようです。 

お母さんが心配になりスマホを見ようとすると，京 

子さんは「私のスマホ，勝手に見ないで！」とすごい 

剣幕で怒り出す始末です。 

 そんなある日，久しぶりに家族そろって食事に出 

かけたのですが，京子さんは着信があるたびにスマ 

ホを開き，話しかけても上の空です。 

 

 

 



エピソード③ 

 

 ～ある日の夕食後，小学３年生の京太くんは，家族み 

んなとリビングにいます～ 

 京太くんは，今日学校であった運動会の練習の話を聞

いてほしくて一生懸命話をしています。 

 でも，お母さんはスマホの画面を見たままうなずくだ 

けです。 

 お父さんもタブレットに夢中になっています。 

 お姉ちゃんもイヤホンで音楽を聴いています。 

家族みんなで一緒にいるのに，『僕はひとりぼっち！』 

京太くんはさみしい気持ちでいっぱいになり，話すの

をやめてしまいました。 

 



 

エピソード④ 

 

中学２年生の京子さんは大好きなアイドルがいます。 

ライブに行きたくて申し込みをしましたが，抽選に 

外れてしまいました。 

京子さんはくやしくて，チケットが手に入らなかっ 

たことを SNS に投稿してしまいました。 

すると，「行けなくなったからチケットゆずってあ 

げるよ。欲しかったら直接メッセージを送って。」と

返信が来ました。 

相手も同い年の女の子のようです。京子さんは，う

れしくなって何も考えずメッセージを送ってしまい， 

チケットをもらうために近くの公園で会う約束をし

ました。 

しかし，公園に向かった京子さんを 

待っていたのは・・・ 






